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ＢＲＴ計画新バスシステムの見直しと新潟市の借金を減らすこと

を求めることについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要   旨  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

９月５日に開業したＢＲＴ計画新バスシステムはトラブル続き

の幕あけとなってしまい，政令市新潟として不名誉な結果となりま

したが，この計画に疑問を持つ市民の心配を払拭して，所期の目的

どおりに運行，機能することを期待しております。 

 しかし新潟市には１兆円もの借金があります。利息を抜きで考え

て毎年 100 億円返したとして 100 年もかかる，返せる保証のないと

も思われる莫大な借金です。 

 ＢＲＴ計画新バスシステムは，第１期に 30 億円，第２期に 40 億

円，合わせて 70 億円が予定されており，これまで議論されている

とおり明らかに税金の無駄遣いとなる計画です。 

 開業したＢＲＴ計画新バスシステムは，連節バスに頼らず普通バ

スの運行で十分に機能を果たせます。 

昨年 11 月の市長選挙では，ＢＲＴ白紙撤回，ＢＲＴ中止が 64％

の民意が示されています。なおかつ，営業運転に入り，新潟交通係

員の停留所での説明でも運転手が行う車椅子乗客の乗りおり介護

には五，六分くらいを要することからも，ＢＲＴがバス高速輸送シ

ステムの名称に値しないことがわかりました。 

よって議会に以下を求める陳情をします。 

 

記 

 

１ 今後さらに連節バスを購入，導入することなく現状のまま，普

通バスを交えた運行による新バスシステムを進め，新潟市の借金

を減らす努力をすること。 
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２ 開業以来，専用レーンなしで連節バス運行ができている現状の

とおり，東大通の中央分離帯を撤去して専用レーンを，さらに萬

代橋にその他専用レーンをつくらず，税金の無駄遣いをしないこ

と。 

 

３ ＢＲＴのバス高速輸送システムの名称を現実に合わせた名称

に変更すること。 

 

 


